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ダ ニ ア レ ル ゲ ン 特異的 リ ン パ 球増殖反応 と の 相関
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　好酸球は ア レル ギー性炎症 の 主細胞 の
一

つ で あ り，ア トピー患者で は末梢血好酸球 が 増加 し て い る．

乳児 ア トピー性皮膚炎患者 を対象 と して末梢血好酸球比率と種 々 の ア レル ギー
関連因子 との 相関 を調 べ

た とこ ろ ， ダ ニ 特異的 リン パ球増殖反応 （S．1．F．： stimulation 　index 　measured 　by 血ow 　cytometry ）

との 聞に 最 も高度な正相関が認め られた （r ＝ 0．88
， p 〈 0，001）．血清 IgE 値 （r ＝　O ．56

，
　 p く 0．05）， 卵

白 lgE ・RAST 値 （r ＝ 　O．64，　 p ＜ O．Ol）および卵白 S，1．F．値 （r ＝ 0．59，　 p ＜ O．02）との 間にも有意な正

相関が認め られたが，ダニ lgE・RAST 値お よび カ ン ジ ダ S．1．F．値 と は相関 しなか っ た．これ に対 し，

年長ア トピー性皮膚炎患者で は末梢血好酸球比率は血清 IgE 値 （r ＝ e．73，
　 p く 0．001）およびダニ IgE・

RAST 値 （r ＝ 　O．71，
　 p ＜O．OOI）と最も強 く正相関した．ダ ニ S．LF ．値との 間に も有意な正相関が み ら

れたが （r ＝0．53， p く 0．02）， 卵白 IgE −RAST 値 ， 卵白 S．LF ．値 およびカ ン ジダ S．LF ．値 とは相関が

認 められなか っ た．こ れ らの結果か ら，ア トピー
性皮膚炎患者の 末梢血好酸球増加に 関 して，年長児 で

はダニ 特異的 IgE 抗体が主要な役割を果 た して い るの に対 し，乳児で はダニ 特異的ヘ ル パ ーT リンパ 球

が主要な役割を果た して い る こ とが示唆され る．
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は じめ に

　ア ト ピー患者の末梢血単核球 をダ ニ ア レ ル ゲ ン で 刺

激す る と 主 と し て ヘ ル パ ーT リ ン パ 球 の 増殖が誘導

さ れ る こ とが知 られ て い る
1）2）．ア トピー患者 の ダ ニ 特

異的 リ ン パ 球増殖反応は健常者よ り明 らか に亢進 して

い る た め ， ア ト ピー患者 末梢血 中 の ダニ 特 異的 ヘ ル

パ ーT リ ンパ 球が ア ト ピー疾患 の 発生 に何 らか の 形

で 関与 して い る こ とが 推 測 され て い る も の の 詳細 に つ

い て は まだ 十分に解明さ れ て い ない ．わ れ われ は ア ト

ピ
ー

性皮膚炎 （AD ）患者の ダ ニ 特異的リ ン パ 球増殖反

応を フ ロ ーサ イ トメ ト リーで 測定 し，
SJLF．（stimula −

tion　index　rneasured 　by　flow　cytometry ）値で 表 わ し

た 鋤 ．小児 AD 患者 の ダニ S，1．F．値 は 全体的 に 亢進 し

て い た が ， 特に乳児 AD 患者は著 しい 高値を示 した
4）．
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Abbreviations ：　AD 　at 叩 ic　 dermatitis；　Co虱 A
concanavalin 　A ；　Eo 　eosinophil ；　IL4　interleu・

kin　4；　IL5　inter］eukin 　 5；　S．LF ．　 stilnulation

index　 rneasured 　by　fiow　cytometry ；　Th2 　type 　2

helper　T

乳 児 AD 患者 で は ダニ SJ．F．値 と AD の 重症度 との

間 に 相関が認 め られ
FJ
〕
， ダ ニ 特異的 ヘ ル パ ーT リン パ

球 が 乳児 AD の 発生 に 関与 して い る可能性 が 高 い と

思 わ れ る．

　乳児 AD 患者 で は食物ア レ ル ゲ ン 特 異 的 lgE 抗体

価 が上昇 して い る こ とが多 く， 乳児 AD の 発生 と食物

ア レ ル ゲ ン と の 関連が 注 目 さ れ て きた
6｝．IgE抗体の 産

生 はタイ プ 2 ヘ ル パ ーT リン パ 球 （Th2＞に よ り調節 さ

れ て お り ， ア トピ ー患者で は Th2 リ ン パ 球 の 活性が亢

進 して い るた め IgE抗体価 が 上昇 し て い る と考え ら

れ て い る
7）．しか し， 乳児 AD 患者 の ダニ IgE・RAST

値 は多 くの 場合陰性 で あ り ， 乳児 AD 患者の末梢血ダ

ニ 特異的 ヘ ル パ ーT リン パ 球 が ダニ 特異 的 lgE抗体

産生促進 を 通 し て AD の発生 に 関与 し て い る と は 考

え に くい ．

　末梢血好酸球 の増加 は IgE 抗体産生 亢進 と 並 ぶ ア

トピー
患者 の 代表的 な免疫異常で あ る．好酸球は か つ

て は即時型 ア レ ル ギ
ー

反応 か らの 回復 に 関係す る 細胞

と考 え られ て い た が ， 現在で は 逆 に ア レ ル ギー反応 の

炎症形成 に 中心的な役割を果た して い る細胞と考え ら

れ て い る
B）．AD の 重症度 と好酸球増加 の 程度 とが相関

す る こ と は こ の よ う な 推測 を 支持す る も の と 思 わ れ
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Table　la　List　of　non −atopic 　subjects

SubjectsNo．Age 　IgE
（IU／mD1

拷E−RAST
（PRU／mDEosil1Q

．
　phi1
　（％ ）MiteEg 暮

12m 4 0．16 〔L 王71 ．1

23m13 0，150 ．281 ．〔1

351n7 0．230 ．162 ，7
Non −

a 亡opic49m60 O．37O ．56O ．5

5 ユOm4 O．15 （1．131 、0

6111n11 0、26   ．221 ．0

7llm 8 0．390 ．253 ．8

8ly12 0，ユ6D ．181 ．0

9 王y78 0．130 ．273 ，5

10ly33 O．13 〔1．132 ．0

ll1y 9D ．14O ．2G1 ．1

121y 4o ．17o ，283 ，1

132y380 ．200 ．231 ．0

142y23 〔Lll0 ．69O ．2

153y77 o．220 ．85L4

163y55 0、160 ．241 ．2

175y2310 ．22 O』

186y30 0．19 2．7

196y 6 〔｝．25O ，26

207y 4o ．140260 ．9

218y890 ．／40 ．182 ．2

2210y119O ユ3 2．0

2310y 5 o．160 ．21

2412y60 0．19 1，6

2515y39 0．210 ．221 ．6

る
9｝
一

］1）．近年 ，
ヘ ル パ ーT リン パ 球 が IgE抗体産 生 促

進 の み で な く， 好酸球 の 分化
・増殖を誘導し ， また寿

命を 延長 さ せ る作用 も持 っ て い る こ とが 明らか に さ れ

た
12）．AD 患者 の ダニ 特異的 ヘ ル パ ーT リ ン パ 球 は こ

の よ う な作用 に よ り AD の 発生 に 重要な 役割 を果 た

して い る可能性 が あ る
13 〕．本研究は ， 乳児期 AD に お

け る末梢血ダ ニ 特異 的 ヘ ル パ ーT リ ン パ 球 と 末梢血

好酸球増加 との 関係を明ら か に す る こ と を目的 と し ，

小児 AD 患者 を対象 と し て ダ ニ S．1．F．値 と末梢血好酸

球 比 率と の相関 の 程度 を調 べ ，さ ら に ダニ S．LF．値以

外 の ア レ ル ギ
ー関連諸因子 と末梢血好酸球比率と の相

関の 程度 と比較
・検討 した ．

Table 　 lb　List〔｝f　sublects 　with 　atopic 　dermatitis

SubjectsNo ．Age 　IgE
（IU ／m ］〕

IgE．RAST
（PRU 〆ml ）

EDsillo・
　phl1
　（％）MiteEg9

14m1490 ，2359 ．178 ．1

24m279o ．1744 ．9217 ．5

35m 19o ．】24 ．838 ，1Atopicderma
．

titis 46m1751 ，0玉 33．2633 、1

57m210 ，215 ．107 ．9

6 工〔〕Hl23269 ．5369 ．7115 ．8

71 〔〕m370 ．287 ．303 ．工

8lom198O ．1615 ．2916 ．8

9lOm ユ790 ．186 ．44z ．］

ユo11m5591 ．571 偲 5．1

111y2115 ．59 7．7

ユ21y1380 ．146 ，614 ．1

／3 ］y749133 89．165 ，8

141y2344 ．5157 ．805 ．4

152y18223 ．｛17 ／7．762 ，8

162y ユ331108 11．765 ．4

172y2831lO5 36．17o ，2

182y223 ］ 111 8工．8611 ．1

192y672251 〔1．201 ，5

204y7092110 11，4

214y67119 ．3〔｝ 2 ．2

225y5996172 7．456 ．3

236y677167 3．31L3

246y39915 ．20  ．199 ．6

258y190111 0289 ．5

261Dy105189 ．534 ．407 ．4

27 ／0y9786 ，34G ．1915 ．6

2813y6635120 12．］

2914y681210 駈 78，15 ］2．8

3014y2180102 O ，2914 ．O

3115y182413z 0，28 工2．3

対象と方法

1．対象

　平成 7 年 12月 よ り平成 8年12月 ま で に 当科 を受診 し

た ア ト ピー性皮膚炎 （AD ）患者で診断や 治療 の た め 血

N 工工
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液検査 が 必要で あ っ た 児 の うち 本人 また は 家族 か ら同

意 が 得 ら れ た 者3工名 か ら ヘ パ リ ン 加静 脈 ．［虹を得 た

（Table　lb）．尚，現在 お よ び 過去 に 気管支喘息症状を

合併 し た 者 は 対象外 と し た．ま た 同時期 に 当科 を 受診

した 25名の 非ア ト ピー患者か ら も同様 に 静脈血 を得た

（Table　Ia）．非 ア トピ ー対照 は免疫 ・ア レ ル ギ ー・血

液系疾患を持た ず， か つ 急性感染症や慢性 炎症性疾患

に 罹患 して い な い 小児を対 象 と し た．

2．方法

　ア レ ル ゲ ン 特異的 リン パ 球増殖反応は先 に 報告 した

方法 に 従い 測定 した
・a）．未梢血単核球 を1XIO6cells ／m 工

の 濃度 に調整 し ， ダニ
， カ ン ジダ お よ び卵白ア レ ル ゲ

ン をそ れ ぞ れ50μg／ml ，100μg／ml お よび 500μg／ml と

な る よ う に加 え て 6 日 間培養 し た．ア レ ル ゲ ン は鳥居

薬品 の 凍結乾燥粉 末製 品を使 用 した．培養終了後 ， 細

胞 を70％ エ タ ノ
ー

ル で 固定 し ，
ヨ ウ 化プ ロ ピ デイ ウ ム

（propidium　iQdide，　Sigma 　Chemical　Company ，　MO ，

USA ）で 細胞内 DNA を染色 ，フ ロ
ー

サ イ トメ ト ワー

（EPICS −CS ，
　Coulter　Corporation，　FL，　USA ）で DNA

合成期 （S 期）細胞 の 比率を測定 した．増殖反応 の 程度

は増殖指数 S，LF．（stimulation 　 index　 measured 　 by

fiow　cytornetry ）値 と して 表わ した．

　 S．1．F．＝（ア レ ル ゲ ン 刺激 サ ン プ ル 中 の S 期細 胞比

率／非刺激サ ン プ ル 中の S 期細胞 比 率）× 100

3．末梢血 好酸球

　末梢血好酸球比 率 （％）は自動 血球 計算機 （Coulter

MAXM ，
　 Coulter　Cor’poration）に よ り測定し た．末

梢 血好酸球絶対 数 は （宋梢血 白血球 数 × 好 酸球 比率

（％）／100） に よ り算出した．

4．その 他

　［催清 IgE は RIST 法 で ，ア レ ル ゲ ン 特異的 IgE抗体

は IgE・RAST 法 で 測定 した．諸 因子問 の 相 関関係 は

P く 0，05の と き有意と した ．

結　果

L ア トピー
性皮膚 炎患者 に お け る末梢血好酸 球比 率

と、血清 IgE値 との相 関

　AD 患者の tinWa　lgE ，
　 IgE −RAST お よ び S．1．F．値 は

年齢 と共 に 大 き く変動 す るの ．そ の た め対象を 0歳 ，
1

〜 2歳お よ び 3〜15歳 の 3 つ の 年齢群 に 分 けて
， 末梢

血好酸球比率 と種々 の ア レ ル ギー関連因子 と の相関関

係 に っ い て分析 した ．

　年長 AD 患 者 で は 末梢血好 酸球比 率 と血 清 IgE値

と の問 に良好 な正 相関が 認め ら れ た （r＝0．73，p 〈

0．001） （Fig．　 IC＞．乳児 AD 患者 で も相関係数は低 い

が両者間に有意 な正相関が 認 め られ た （r ＝ 0，56，p＜

0．  5）（Fig．1A）．末梢血好酸球絶対 数 と 血清 正gE 値 と

の 関係 も同様で あ り， 年長児で密接な正相関が 認め ら

れ （r ＝ 0．81， p く 0．001）（Fig．2C），乳児 で も相関係

数 は低 い もの の 有意 な正相関が認 め ら れ た （r ＝O．57，

p ＜ 0，02） （Fig．2A ＞．

　末梢、「肛好 酸球絶対 数 と堕1清 IgE値 を は じ め種々 の

ア レ ル ギ
ー

関連因子 との相関は，基本的に宋梢血好酸

球比率 と これ らの 因子 との 相関 と同 じ で あ っ た （デー

タ示 さず）．したが っ て ， 重複を さ け る た め本研究で は

以後， 末梢血好酸球比率と種々 の 囚子 との 相 関データ

の み を提示す る．

2．ア ト ピー
性皮膚炎患者 に お け る 末梢血好酸球比 率

と卵 白 お よびダ ニ 特異的 IgE抗体価 との相関

　卵白は 乳児期 の 代表的 な ア レ ル ゲ ン で あ る．こ れ に

相応 して ， 乳児 AD 患者で は末梢血L好酸球比 率と卵白

IgE−RAST 値 との 間 に は 有意 な 正相関が 認め ら れ た

（r ＝ O．64，p 〈 0．Ol） （Fig．3A ）．年長児 で は両者間 の

相関関係 は 失 わ れ て い た （Fig ．3C）．

　ダ ニ は年長 ア ト ピー
患者 の 代 表的 な ア レ ル ゲ ン で あ

る．実際 ， 年長 AD 患者 で は 末梢 血好酸球比率 と ダニ

IgE・RAST 値 との 間 に は 密接 な 正 相 関 が 認 め ら れ た

（r ＝0．71， p ＜ 0．001）（Fig．4C ）．こ れ に 対 し乳児 AD

患者 で は 両者間に 有意 な相 関は 認 め ら れ な か っ た

（Fig．4A ）．

3．ア ト ピー性皮膚炎患者 に お け る末梢血好酸球 比 率

とダニ お よび卵 白特異的 リン パ 球増殖反応 との 相関

　末梢血 中の ア レ ル ゲ ン 特異的ヘ ル パ ー−T リ ン パ 球

と好酸球増加 と の 関係 に つ い て 検 討するた め ，ア レ ル

ゲ ン 特異的 リン パ 球増殖反応 （SJ．F．） と末梢血好酸球

比率と の 相関 を調 べ た ．

　乳児期 に は， こ の 時期 の 代表的 ア レ ル ゲ ン で ある卵

白 S，LF．値 と末梢血好酸球比率 との 問 に有意 な 正 相関

が認め られ た （r ＝0．59， p× 0．02）（Fig．5A ）．年長児

で は こ の よ う な 相 関関係は 認 め ら れ な か っ た （Fig．

5C ＞．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

木村光明他 523

酌
A y0

恥

飼

肯

10

5

0

B1 −2y

10・

　 101　 102 　 103 　 104 　 10。 　 101　 102　 10s　 IO4

　 　 　 19E （IU／ml ）　　　　　　　　　 19E （IU！m1 〕

　 　 　 Fig．1．

　 　 eral 　blood　 eo9．　inophils．

　 　 　 ● ： atopic 　dermatitis，○ ： non −atopic ，　Eo ： eosinophil ．

齢

 

得

lO

5

0

C3 −15y

100　 101　 to2　103　 104

　 　 　 19E （IU〆ml 〕

Correlation　between　the　seruln 　IgE　level　and 　the 　percentage 〔〕f　periph．

　 Eo

（x100 ／μ1）

30

20

10

0

AOy 　 Eo 　 B1 −2y
（xlOO ノμ1）

15

10

5

0

　Eo 　　　　C 　　3−15y
〔x100 ノμ 1）
　 　

　15

10。 　101　102 　103　104 　 10 ・ 　101 　 102 　103　 10‘

　 　 　 IgE ｛IU／rnl）　　　　　　　　　 IgE （IU／ml ）

　 　 Fig．2．

　 peripheral　blood　eosinophils ．

　 　 ● ： atopic 　dermatitis，○ ：non ・atopic ，　Eo ： eosinophil ，

10

5

010

・ 　 10 τ

　 102 　103 　 104

　 　 　 19E 〔IU／ml ）

Correlation　hetween 　the　serum 　IgE　level　and 　the　 absolute 　number 　of

恥

 

冊

20

10

o

A yO Eo

（％

15

10

5

0

B1 −2y

10−1 　 1〔P 　 101 　 102 　 103 　 10’1100 　 101　 102　 103

　 Egg−RAST （PRU ／mD 　　　　　 Egg−RAST （PRU ！m ［｝

　 　 　 Fl9．3．

　 　 the 　percentage　of 　peripheral 　blood　eosinophlls ．

　 　 　 ● ： atopic 　dermatitis，○ ： non −atoplc ，　Eo ； eosin   phil．

踟

儡

15

10

5

C3 −15y

　
010

齟1 　 100 　 10ヨ　 102 　 1〔｝
3

　 Egg−RAST （PRU ／m り

Correlation　between　the　level　of 　egg 　white ・specific 　lgE　 antibody 　 and

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

524 好酸球比 率 とダニ 特異 的 リ ン パ 球 増 殖反 応 との 相関

恥

岡

簿

20

10

0

A 　Oy

●

鳥 ．

r“O．36

●

面

岡

衙

10

5

o

B　1−2y

r＝O．49

ρ く 0．to

●

●

●

Eo
（％｝

15

10

5

0

C 　3−15y

　 r＝O．71
　　　　 ●
ρく 0．001

●
●
●

● 　　●

／

10・1 　 100　 1DI　 IO2　 103　 10．τ　 100　 10i　 IO2　 103　 10i　 IOo　 101　 102　 103

Mite−RAST 〔PRU ／ml 〕　　　　　Mite −RAST 〔PRU ／ml ）　　　　 Mite−RAST （PRU ／ml 〕

　　 Fig，4．　Correlation　between 　the 　level　 of 　 mite ・specific　IgE　antibody 　and 　the

　 percentage　 of 　peripheral　blood　eosinophils ．

　　● ： atopic 　dermatitis， ○ ；non ・atopic ，　EQ ；eosinophil ．

eg9 ’

S．LF．

200

100

00

●

●

○ ●

AOy

●

eg9 −

S．1．F．

200

100

　 广 0．59

ρく 0．02

　　　　　h−
・

10　　　20 　 30　　　　0

B1 −2y

●

　　　 ●

● 　 ●

●

eg9 −

S 」．F，

200

100

10

0

C3 −15y

亭’3
二・

20 　 　 0 10

　　 ［…o （％）　　　　　　　　　　　　　　　　Eo （％）　　　　　　　　　　　　　　　　Eo （％）

　Fig．5．　Correlation　 between 　 the　 level　 of 　 egg 　 white −specific 　 SJF ．　 a1〕d　the

percentage　of　peripheral　b！ood 　e 〔｝sill〔〕phils．

　● ； atopic　dermatitis， ○ ；rlDn −atopic ，
　Eo ：eosinophil ．

20

　乳児 AD 患者 で は 末梢 ［m好酸球比率 と ダニ S．LF．値

と の問に非常に高度な 正相関が 認 め られ （r 』O．88，

pく o，oo1）（Fig．6A ），そ の相関係数は乳児 AD 患者で

の末梢血好酸球比率 と 卵白 S．1．E 値 あ る い は卵 白 IgE−

RAST 値 との相関係数よ り高か っ た．年長 AD 患者で

も末梢血好酸球比率 とダニ S．1，F値 と の 問 に 有意な相

関関係が 認 め られ た （r ＝ 0．53， p ＜ 0．02）（Fig．6C）．

し か し ， そ の 相 関係数 は 乳 児 AD 患者 の も の よ り低

く ， ま た年長ア トピ ー患者に お け る 末梢血好酸球比率

と血清 IgE 値あ る い は ダニ IgE−RAST 値 と の 相関係

数 よ りも低 か っ た ．

4．ア ト ピー性皮膚炎患者 に お け る末梢血 好酸球比率

と カ ン ジ ダ S．1．F．値 と の 相 関

　末梢血好酸球比率と ダ ニ お よび卵 白 S．1．F．値 との 相

関 が，AD の 原因 と な りえ る ア レ ル ゲ ン に 特異的 な 所

見で あ る こ とを確認 す る た め
， 両 ア レ ル ゲ ン に 較 べ

AD の 原因 とな る頻度が低 い と考え られ る カ ン ジダ S．

1．F，値 と末梢血好酸球比率 との 相 関 を調 べ た．　 Fig．7

に 示 す よ うに い ずれ の 年齢群 に お い て も両者間に相関

は 認 め られ な か っ た ．
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考　察

　好酸球 は AD の 病琿 で あ る ア レ ル ギ
ー

性 炎症 の 主

：要な細胞成分 と考 えられ て い る
S〕．成人の み な らず乳

児 AD 患者に お い て も AD の 重症度 と末梢 til／中の 好

酸球増加 の 程度 が 正 相関す る こ とが 報告さ れ て お り ，

好酸球 が 実際 に AD の 発 生 に 深 く関 わ っ て い る こ と

が 示唆 さ れ る
9｝−Ll ）．ア トピ ー患者で は血 清IgE と と も

に 末梢 血好 酸球 も増加 し て い る こ とが多 く，両者間 に

正相関が 認 め られ る
14 〕．本研究 で も年長 AI）患者で は

末梢 【rll好酸球比率 と血清 IgE値や ダ ニ 特異的 IgE 抗

体価 と の 間 に 密接 な 正 相 関 が 認 め ら れ た ．成人 や 年長

児の代表 的 な ア レ ル ゲ ン で あ る ダ ニ に 対 す る特異 的

IgE抗体 が 即時 型 の ア レ ル ギ ー
反応を 起 こす の み で な

く， 末梢血好酸球増加 に も関与 して い る可能性 が 示唆

さ れ る．最近，肥満細胞が活性化さ れ る と種々 の 生理

活性物質 と と も に好酸球増殖促進作用 の あるサイ トカ

イ ン interleukin　5 （IL5）も産生 さ れ る こ とが明 らか に

さ れ た L5）．も し実 際 に IgE 抗体 を 介 し た 好 酸 球 増殖 調

節機構が存在す る と すれ ば，こ の よ うな反応が 関係 し

て い る の か も しれ な い ．し か し， 末梢血好酸球比率 と

ダニ 特異 的 IgE抗体価 と の 問の 相関関係 に は 顕 著 な
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年齢変動が あ り， 乳児 AD 患者で は両者間 に 有意な相

関は 認 め られ な か っ た．した が っ て 乳児 AD 患者で は

ダ ニ が 特異的 IgE 抗体 を介 し て 好酸球増加 に影響 を

及 ぼ す 可 能性 は ほ と ん どな い と思 わ れ る．

　 IgE抗体 の 産 生 は Th2細胞 か ら産 生 さ れ る inter−

1eukin　4 （IL4＞に よ り促進 され る こ とが 知られ て い る

が ，
Th2 リン パ 球 はまた IL5を姶め とす る好酸球増殖

促進因子 の 産生 に よ り好酸球増殖に も影響 を与 えて い

る
7〕12♪．年長 AD 患者 に お い て は

， 末梢血好酸球比率 と

ダニ ＄」．F．値 と の間に有意な 正相関が 認め ら れ た が そ

の 程度 は 末 梢 血 好酸球比 率 と ダ ニ 特異 的 IgE抗体価

との相関 よ り弱 か っ た．こ れ は末梢血ダ ニ 特異的ヘ ル

パ ーT リ ン パ 球が 末梢血好酸球比 率調節 に 関与 して

い た として も， 年長 AD 患者で は そ の比 重がダニ 特異

的 IgE抗体価 よ り低い こ と を 示す も の と思われ る．

　ダ ニ SJ，F．値 は 年長 AD 患者よ り もむ し ろ乳児 AD

患者で 亢進 し て い る v ．こ の よ う な 年齢変動 は ConA

刺 激 （未発表 データ ） や カ ン ジ ダ刺激
4〕で は認 め ら れ

ず ， ダ ニ ア レ ル ゲ ン特異的な も の で あ る．乳児 AD 患

者 の ダニ S．1．F．値 と末梢血好 酸球比率 と の 間 に は年長

AD 患者で の結果か ら は予測の つ か な い よ うな ， 非常

に 高度な正 相関が 認 め られ た ．乳児 AD 患者で はダニ

IgE −RAST 値 と 末梢血好酸球比 率 と の 間 に 有意な 相

関は な い が，卵白特異的 IgE 抗体価あ る い は卵白 S．1．

F ，値 と 末梢血好酸球比率 と の間 に は有意 な正 相関が

認め られ る。し か し ， こ れ らの相関の程度は ダ ニ S．LF．

値 と末梢血好酸球比率 と の 相 関 の 程度 に 較 べ る と か な

り低 い ．乳児 AD 患者に お け る宋梢血好酸球比率上昇

に お い て ，ダニ は乳児期 の 代表的 なア レ ル ゲ ン で あ る

卵白よ りも大き な役割を果た し て い る可能性が あ る こ

と が 示 1唆 さ れ る．

　乳児 AD 患者で は た い て い 卵 白を は じ め と す る食

物ア レ ル ゲ ン に対す る特異 的 IgE抗体価が 上 昇 し て

い る
ti）．実際 に か な りの 症例 で 乳 児 AD の 発生 に 食物

ア レ ル ゲ ン が関与 し て い る こ と は負荷テ ス トに よ っ て

証 明 さ れ て きた
16 〕．し か し同時 に 食物 ア レ ル ゲ ン だ け

で は説明 で き な い 症例が 少 な か らず存在す る こ と も知

ら れ て い る
L7 ）ls ）．われわれ は，乳児 AD 患者で は ダニ

S．1．F．値が 亢進し て お り， AD の 重症度 と相関す る こ と

か らダニ も乳 児 AI）発 生 の 原 因 と な っ て い る 可 能性

が あ る こ と を 指摘 し て き た の．しか し，食物 ア レ ル ゲ ン

と異 な り， ダ ニ 特異的 1gE抗体価は乳児で は低 く， ど

の よ う な 形 で AD 発 生 に 関与 し得 る の か 不 明 で あ っ

た ，

　本研究 に よ り乳児 AD 患者で は ダニ S．IF．値 と末梢

血好酸球比率と の 問 に 極 め て 高 い 相関が あ る こ とが明

らか に な っ た． こ れ は，ダ ニ 特異的 ヘ ル パ ーT リ ン パ

球 と 乳児 AD 発生 と の 関係 に つ い で 一つ の 手 が か り

を与え る も の と思われ る．すなわち乳児 AD 患者 の 末

梢血 rlコ ダニ 特異的 ヘ ル パ ーT リ ン パ 球 が 好 酸 球増加

を誘導す る こ と に よ り AI）発 生 に 関与 して い る 可能

性 が 示唆 さ れ る．実際 に乳児 AD 慮者の 末梢血中ダ ニ

特異 的ヘ ル パ ーT リ ン パ 球 が 好 酸球 増加 を誘 導す る

作用 をもつ か ど うか は今後 サ イ トカ イ ン 産生 パ ターン

の 解析な ど に よ り検証 さ れ て い か な けれ ば な らな い

が ， こ の よ う な観 点か らの 研 究 の 展開 に よ り乳児 AD

の 成囚解明 に つ な が る新た な 知見が 得られ る 可能性 が

ある よ うに 思われ る．
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CLOSE 　POSITIVE 　CORRELATION 　BETWEEN 　THE 　LEVEL 　OF 　MITE −SPECIFIC
LYMPIIOCYTE 　PROLIFERATION 　AND 　THE 　PERCENTAGE 　OF 　PERIPIIERAL

　　　 B し00D 　EOSINOPHILS 　 IN　INFANTS 　WITH 　ATOPIC 　DERMATITIS

　　　　　　 Mitsuaki　Kimura
，
　Satoru　Tsuruta　and 　Takami 　Yoshida

1）ePartment 　 qズ A 　Ue　rg．
’
ン
l
　 and 　 Clinical加 祝 観 ol （即 ，　 Shizuoka　C隔 配御 寫 〃 o 幼磁 ♂

　　 Eosinophi］s （Eo ）are 　known 　to　play　a 　critical　role 　ill　the　chrorlic 　allergic 　 inflammation
，
　 featuring

pathologically　in　atopic 　dermatitis（AD ），　and 　the　Eo 　percentage 　ill　the　peripheral　blood　is　elevated 　in　AD

infants（Oy）as　we ［l　as 　in　older 　AD 　children （3−15　y）．　In　search 　of　the　most 　important　factor　iII　the　increase

of 　Eo 　percentage ，
　we 　analyse 　the　correlatiQn 　between　the　level　of　Eo 　percentage 　in　the　peripheral　blood

and 　the　levels　of 　various 　a 】1ergy・rela 亡ed 　parameters ．

　　 In　AD 量nfants ，　the　level　of 　Eo　percentage 　was 　found　to　be　correlated 　most 　strong ！y　with 　the　Ievel　of

mite −specific 　 lymphocyte　 pro 正iferation　 expressed 　 by　 S．1．F．（stimulation 　 index　meas し1red 　 by　 flow

cytometry ）（r ＝0，88，　p く 0．〔｝01）．　It　also 　correlated 　significantly 　with 　the　levels　of　serum 　IgE （r
＝O．56，　p く

0．05），egg 　white ・speciflc 　IgE−RAST （r ＝0．64，　p ＜ 0、01）and 　egg 　white −specific 　S．1．F．（r；O．59，ヵ＜ 0，02｝，　but

not 　with 　the　levels　of 　mite −specific 　IgE−RAST 　or 　candida −specific 　S，1，F．　On　the　contrary ，　the　level　of 　Eo

percentage　correlated 　most 　intimately　with 　the　levels　of　serum 　IgE （r ＝ 〔）．73，　p く 〔｝．O〔）1）and 　mite ・specific

IgE−RAST （r 二 〇．71
， p＜0．001）in　older 　AD 　children ．　These　results 　suggest 　that　mite −specific 　peripheraI

blood　helper　T 　lymphocytes，　the　proliferation　of　which 　is　thought 　to　be　represented 　by　S．1．F ．，　play 　a　more

essential 　role 　in　AD 　infants　than　in　older 　AD 　chi 】dren　ill　the　increase　of 　Eo　percentage 　ln　the　periphera ［

blood．
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